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卒
業
式
峡
席
者
増
加
の
理
由
と
出
席
督
勵
の
通
知
卒
業
式
溌
止
告
別
式
畢
行
の
開
申欽
別
式
と
改
辮
プ
ー
ル
設
置
経
緯
曰
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第
一
章
補
遺
四
八
八
百
五
拾
回
（
市
債
五
千
圓
）
を
寄
附
。
本
校
は
、
井
島
奨
學
資
金
規
定
を
設
け
、
右
資
金
利
子
を
、
學
資
金
に
乏
し
き
本
校
生
徒
又
は
大
學
在
學
中
の
本
校
卒
業
生
に
し
て
、
人
物
堅
寳
學
力
優
秀
身
禮
狼
健
な
る
者
に
給
與
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
昭
和
七
年
一
一
月
九
日
、
熊
本
縣
官
房
主
事
は
、
本
校
學
校
長
宛
、
そ
の
篤
志
に
對
し
て
、
御
下
賜
の
褒
雌
博
達
方
を
依
頼
し
て
ゐ
る
。
◇
侯
爵
細
川
家
昭
和
七
年
十
月
一
一
十
七
日
、
改
訂
肥
後
藩
國
事
史
料
十
冊
（
代
償
金
五
十
回
）
を
寄
附
。
◇
故
平
塚
忠
之
助
先
生
記
念
會
昭
和
十
年
十
月
一
一
十
一
日
付
を
以
て
、
本
校
教
授
藤
田
繁
一
氏
は
、
同
會
を
代
表
し
て
、
奨
學
金
一
千
一
百
十
回
の
寄
附
願
出
。
現
金
又
は
有
償
證
券
と
し
て
、
永
く
之
を
保
管
し
、
年
々
物
理
關
係
の
書
籍
等
を
購
入
、
同
會
の
印
を
捺
し
た
る
上
、
廣
く
生
徒
に
縦
讃
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
一
卒
業
式
よ
り
紋
別
式
ま
で
卒
業
式
に
就
い
て
は
、
第
一
同
以
後
、
必
要
に
膳
じ
て
屡
亀
述
べ
た
通
り
、
本
校
は
固
よ
‘
り
、
熊
本
縣
に
於
け
る
年
中
行
事
の
主
な
る
一
つ
で
あ
っ
て
、
第
六
同
卒
業
證
書
授
與
式
の
記
録
に
依
れ
ば
、
奏
楽
ま
で
加
へ
て
あ
る
。
然
る
に
、
年
と
共
に
本
邦
の
人
口
は
増
加
し
、
就
學
兒
童
も
多
く
な
り
、
義
務
年
限
も
延
長
せ
ら
れ
、
従
っ
て
、
各
高
等
學
校
を
通
じ
て
、
入
學
者
卒
業
者
も
川
は
り
、
第
一
一
一
學
年
生
徒
に
し
て
、
卒
業
試
験
に
及
第
し
た
者
の
中
、
志
望
學
科
の
都
合
に
依
っ
て
は
、
大
學
入
學
受
駿
の
爲
、
六
月
中
に
熊
本
を
去
り
、
そ
の
外
の
者
も
、
式
日
以
前
に
蹄
郷
す
る
向
も
少
く
な
い
の
で
、
毎
年
七
月
一
日
を
卜
し
て
學
行
し
て
ゐ
た
卒
業
式
の
意
義
も
、
已
に
そ
の
半
を
矢
へ
る
賞
状
に
在
っ
た
。
例
へ
ば
、
明
治
四
十
一
一
年
六
月
七
日
、
杉
山
幹
事
よ
り
監
督
教
官
宛
に
山
し
た
通
知
に
は
、
と
あ
る
が
、
自
然
の
情
勢
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
か
く
て
明
治
四
十
五
年
六
月
十
一
一
一
日
、
本
校
々
長
は
、
文
部
大
臣
宛
、
卒
業
護
書
授
與
式
は
、
本
年
よ
り
之
を
魔
し
て
、
毎
年
六
月
中
に
、
第
一
一
一
學
年
生
徒
の
告
別
式
を
暴
行
致
す
可
く
、
但
本
年
は
、
六
月
一
一
十
一
日
に
墨
行
す
る
旨
開
申
し
、
卒
業
式
な
る
名
瀞
は
、
明
治
年
間
を
以
て
な
く
な
っ
た
。
而
し
て
告
別
式
と
稗
し
た
の
は
、
試
験
絡
了
は
、
必
ず
し
も
第
一
一
一
學
年
生
全
部
の
卒
業
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
降
っ
て
大
正
八
年
よ
り
は
・
一
一
一
月
一
一
一
日
、
第
三
學
期
試
験
絡
了
と
共
に
、
午
前
十
時
よ
り
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
告
別
式
な
る
語
は
、
牡
會
通
念
に
相
臘
は
し
か
ら
ぬ
と
云
ふ
理
由
を
以
て
昭
和
八
年
以
後
は
、
更
に
之
を
蔽
別
式
と
改
め
、
同
日
午
前
十
時
よ
り
、
薔
濟
美
館
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
近
年
、
學
校
よ
り
の
茶
菓
の
外
只
五
高
同
窓
會
よ
り
も
、
新
入
會
歓
迎
の
意
味
を
以
て
、
簡
軍
な
盛
鉢
の
料
理
を
出
し
て
、
耐
意
を
表
す
る
慣
例
と
な
っ
て
ゐ
る
。
十
ニ
プ
ー
ル
大
正
十
五
年
雑
件
綴
の
中
に
、
溝
淵
校
長
原
案
手
蹟
「
髄
育
運
動
振
興
一
一
開
ス
ル
照
會
」
な
る
も
の
が
一
の
る
。
今
そ
の
一
部
を
燗
鋒
す
れ
ば
、
一、第五高等學校ノ敷設ハ五萬一一一千餘坪ニシテ中門ヨリ正門一一至ル校内道路ノ左右一一アル部分ハ従来畑地トシ
テ民間一一貸付ケ居リシガ醜一一陳述セルガ加ク道路ノー方ハ先般民間ヨリ取上ゲ第一一運動場トシテ使用スルコ
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七
月
一
日
二
於
ケ
ル
本
校
卒
業
證
書
授
與
式
ニ
ハ
年
を
生
徒
ノ
参
列
ス
ル
モ
ノ
減
少
致
シ
來
候
虚
當
日
ハ
休
日
一
一
ア
ラ
ズ
印
チ
本
校
二
於
テ
ハ
光
榮
ア
ル
儀
式
ヲ
行
う
、
一
一
候
間
生
徒
ク
ル
モ
ノ
参
列
致
候
隣
ハ
勿
論
其
本
分
二
有
之
候
條
以
後
ハ
病
気
又
ハ
寓
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ア
ル
モ
ノ
、
外
ハ
必
ズ
参
列
致
候
様
各
位
御
監
督
ノ
生
徒
へ
御
懇
論
相
成
度
校
長
ノ
命
一
一
依
り
此
段
御
通
知
候
也
：
UＩ
塾
一両
｜’‐ｊｕｌ１トートー‐ｆ・‐‐Ⅲ‐ⅧｌｌＷ川Ｉいげ．Ａ肘ｒⅡｒ川Ⅱ；岼叶Ⅱ脚Ｉ‐叩・昨トト謀○睡叩山’Ⅶ１刈旧’昨Ｍ‐ｗマーⅧＩ１１Ｉｌｆ１・Ｇ１
熊
本
市
と
の畳
書
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
覺
郡曰
一、水泳場使用期間ハ毎年六月一日ヨリ九月一一一十日迄トス毎日ノ開閉時刻〈午前一八時ヨリ午後六時迄トス但練
習競技等ノ都合一一ヨリ期間又ハ時刻ヲ延長或〈短縮スルコトァル。へシ
二・七月一日ヨリ八月一一一十一日迄〈市一一於テ専用スルモノトス
三、六月及九月ノニヶ月間ハ左ノ時間割一一依り使用スルモノトス
六月一一十日ヨリ同月一一一十日一一至ル迄及九月十一日ヨリ同一一一十日一一至ル迄〈毎週月、火、水、木、金ノ五日間
〈午後一時ヨリ同四時迄，土曜ハ午前十時ヨリ正午迄、九月一日ヨリ同月十日迄ハ毎週日曜ヲ除キ午前十時
ヨリ正午迄第五高等學校一一於テ使用ス
前項日時以外ハ熊本市一一於テ使用ス
ｌｂｂ
ｂで
四、熊本市立學校生徒又ハ兒一蘂ヨリ使用料ヲ徴集スル場〈ロハ第五高等學校生徒ヨリモ使用料ヲ徴集スルモノト
ス但第五高等學校專川中ハ此阯ニァラズ
五、第五高等畢校生徒ノ使川料ハ一般人（熊本市立學校生徒又ハ兒童以外）ヨリ低減スルモノトス
ー
で
ｂ
（本校生徒一一〈回数券（十六回分四十銭一同一一銭五厘）ヲ校内集會場一一テ販寅スルコト、シモシ一同分ラプール入ロニテ
雌入スルトキ〈｜般人卜同様一一一銭トス）
六、水泳大會ハ土曜＃午後、日曜又ハ大祭日一一於テ行フモノトス
セ、水泳大會ノ學行ハ熊本市ト第五高等學校一一於テ協定スルモノトス
八、維持保管一一要スル斐川ハ｜切熊本市一一於テ負擴スルモノトス
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○
ト、セリ、然ルー一雨午前ヨリ熊本市二於テ道路ノ他方一一アル畑地ニプールヲ造設シ第五高等學校卜市ニテ
而
し
て
昭
和
三
年
雑
件
綴
中
の
共用シタキ希望アリ市長ヨリ内談アリシヲ以テ當校評議員會
二諮リグルニ差支ナキノミナラズ當校敷地内一一プールヲ造設
スルコトハ生徒ノ健康増進上有益ナルペシトノ意見ナリシヲ
以一フ更一一本省會計課長ノ内意ヲ質シクルニ第五高等學校一一寄
プ附ノ目的ヲ以テ造設スルプール川地ヲ熊本市一一貸與シ竣功ノ
上熊本市ヨリプールノ寄附ヲ叉クルコトハ差支ナシトノコト
一ナリシヲ以テ熊木市長一一内諾ヲ典へ置ケリ、熊本市一一於テハ
共後プールノ設計、造設費ノ捻出等一一付キ調在中ナリシガ数
ルⅡ前市會一一於テエ餐一萬四千五百回ノ豫算ヲ以一テ長五十米突
幅十六米炎ノプールヲ第五高等學校敷地内一一造設スル旨決議
セリ依ツテ近日正式ノ手続ヲ經一プ本省ノ御許可ヲ出願スル税
ナリ、愈をプール竣功ノ院一天生徒ノ鵠育上稗益スル所少ナ
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
卜
信
ズ
「畳雲巳は、左の通りである。
ＲＨＵＲｒｎ価山一ｎＮⅡⅢ日出倶碕割Ｗ射利ｑ却珍皿８０ｌＦＰ０４Ｐ川・印ｗｉＡ砿一
「ｉ
１
１
僻
Ｉ
．
§
勤
七
高
戦
協
定
事
項
専
用
井
戸
の
閉
塞
Ｉ
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二
等
で
，
生
徒
に
も
、
｜
般
人
に
も
、
相
當
利
用
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
維
持
保
管
上
、
種
々
支
障
を
生
じ
た
の
で
、
熊
本
市
は
、
全
く
之
が
使
用
を
中
止
し
、
名
實
共
に
本
校
の
専
有
す
る
所
と
な
っ
た
。
然
る
に
、
本
校
に
於
て
専
用
す
る
と
な
れ
ば
、
水
道
料
の
支
出
だ
け
で
も
容
易
で
な
い
の
で
昭
和
九
年
末
、
プ
ー
ル
の
西
南
隅
に
隣
接
し
て
Ｕ
井
戸
を
開
鑿
し
、
随
時
換
水
を
行
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
・
十
一
一
｜
對
七
一
ロ
回
戦
大
正
八
年
以
降
同
十
五
年
に
至
る
八
年
の
間
、
毎
年
七
月
、
第
一
學
期
試
騒
絡
了
直
後
に
行
は
れ
て
ゐ
た
本
校
龍
南
會
對
七
高
校
友
會
野
球
陸
上
競
技
の
雨
試
合
こ
そ
は
、
當
時
在
校
の
人
存
は
勿
論
の
こ
と
、
長
へ
に
龍
南
人
の
語
り
草
と
な
る
で
あ
ら
う
・
庶
務
容
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
雨
校
の
校
長
教
頭
間
に
取
交
は
さ
れ
た
文
書
だ
け
で
も
、
随
分
の
嵩
に
な
っ
て
る
る
こ
と
か
ら
考
へ
て
も
、
課
易
な
ら
ぬ
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
明
治
四
十
一
一
年
冬
一
季
休
暇
中
に
、
柔
剣
道
庭
球
の
一
一
一
部
は
遠
征
し
、
野
球
部
は
趣
醸
し
た
こ
と
な
ど
は
、
所
謂
對
七
高
戦
と
は
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
弦
に
は
記
さ
ぬ
。
今
一
例
と
し
て
紛
擾
を
惹
起
し
た
年
．
即
ち
「
大
正
十
五
年
度
對
七
高
戦
協
定
事
項
」
を
掲
げ
て
見
れ
ば
、
Ａ
、
期
日
一
一
閾
ス
ル
件
一
、
原
則
ト
シ
テ
本
年
度
ハ
陸
上
競
技
〈
野
球
試
合
ノ
翌
々
日
一
一
之
ヲ
行
う
二
、
七
月
十
一
一
日
ハ
之
ヲ
野
球
試
合
一
一
ア
シ
三
、
雨
天
共
他
ノ
タ
メ
試
合
暴
行
出
来
エ
ザ
ル
時
〈
十
四
日
マ
デ
陸
上
競
技
ハ
十
六
日
マ
デ
延
期
シ
得
四
、
十
一
一
、
十
一
一
一
。
試
合
不
學
行
十
四
日
モ
亦
降
雨
又
ハ
天
候
暖
昧
ニ
シ
テ
野
球
試
合
ヲ
暴
行
シ
得
ル
ャ
否
ャ
疑
ハ
シ
キ
時
ハ
雨
校
當
事
者
午
前
九
時
會
合
ノ
上
決
行
如
何
ヲ
決
定
》
決
行
ノ
際
〈
號
砲
（
花
火
一
一
一
發
）
ヲ
以
テ
午
前
十
時
一
一
之
ヲ
｜
股
一
一
｡P凶酩ﾛ且
仏１２
報
ズ
午
前
十
時
決
行
決
定
ノ
際
ハ
試
合
開
始
時
刻
ハ
午
後
三
時
マ
デ
廷
ス
事
ヲ
得
但
雨
天
ノ
ク
メ
決
行
如
何
ノ
最
後
ノ
決
定
ハ
熊
本
測
候
所
ノ
断
定
一
ヨ
ル
、
｜
、
原
則
ト
シ
テ
野
球
試
合
ハ
午
後
二
時
一
一
之
ヲ
開
始
ス
ニ
．
野
球
試
合
一
一
於
テ
初
〆
五
高
軍
選
手
ヲ
擁
シ
テ
入
場
シ
七
高
軍
ヲ
迎
フ
午
前
十
一
時
半
五
高
軍
入
場
シ
ソ
レ
ョ
リ
三
十
分
以
内
二
七
高
軍
入
場
ス
ペ
キ
コ
ト
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：
束手ろたて宛に長校高七i)よ長校淵溝
Ｂ
、
時
刻
一
一
關
ス
ル
件
但
シ
午
前
十
時
一
一
決
行
ス
ル
モ
筒
試
合
前
後
一
一
於
テ
降
雨
ア
ル
時
ハ
試
合
決
定
如
何
ハ
之
ヲ
審
判
員
ノ
決
定
一
一
委
任
ス
五
、
陸
上
競
技
ハ
之
ヲ
前
日
午
後
九
時
一
一
．
雨
校
當
事
者
之
ヲ
決
定
玉
右
決
定
以
後
當
日
降
雨
ノ
節
ノ
決
行
如
何
ノ
決
定
〈
之
ヲ
審
判
長
一
一
委
任
ス
六
、
野
球
試
合
モ
陸
上
競
技
モ
各
期
間
内
一
一
決
行
シ
得
ザ
ル
時
ハ
本
年
度
試
合
ハ
之
ヲ
中
止
ス
Ⅵ
宮
司
Ｐ
ｒ
Ｑ
昨
巳
申
』
脈
｝
○
冊
叱
仙
叩
氏
ア
川
血
小
叩
Ⅲ
四
九
三
